






要約:A群溶血性連鎖球菌が産生する3種類の発赤毒SPE-A,SPE-B,SPE-Cそれぞれの遺伝子

を PCR 法によって型別判定する方法を確立した。この方法によって SPE-A,SPE-B,SPE-C の

遺伝子 DNAを 1～10pg の微量で検出でき、また培養液を用いた場合は、それぞれの遺伝子

を持つ菌が 30-300CFU あれば検出できた。この方法を利用して、今後、川崎病患者由来の

Streptococcus が SPE ないしはその類似毒素を産生するかどうかを調べる。 


